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BRCA1/2遺伝子変異陽性進行・再発乳癌患者の薬物療法として何が勧められるか？

モデル

効果指標

方法

p<0.00001

OlympiAD, EMBRACA

BRCA1/2遺伝子変異陽性進行・再発乳癌

化学療法（治療医選択）

PARP阻害薬

統合値

Random effect

HR

Inverse Variance (RevMan 5.3)

CQ

PFSの延長

研究デザイン

感度分析

Funnel plot

コメント： 出版バイアスを示唆する分布は認められない。

コメント：

HR 0.56、95%信頼区間
0.45-0.68、p値は0.00001
未満であり、PARP阻害薬
は化学療法に比べて有意
にPFSを改善した。

その他の解析

メタリグレッ
ション

RCT 文献数 コード

Forest plot

コメント： HR 0.56、95%信頼区間　0.45-0.68、p値は0.00001未満であり有意水準に達している。
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モデル Random effect 方法 Inverse Variance (RevMan 5.3)

CQ

BRCA1/2遺伝子変異陽性進行・再発乳癌患者の薬物療法として何が勧められるか？

BRCA1/2遺伝子変異陽性進行・再発乳癌 PARP阻害薬

化学療法（治療医選択） OSの延長

研究デザイン RCT 文献数 コード OlympiAD, EMBRACA

効果指標 HR 統合値 0.11

Forest plot

コメント： HR 0.83、95%信頼区間　0.66-1.04、p値は0.11であり有意水準に達しなかった。

Funnel plot

コメント： 出版バイアスを示唆する分布は認められない。

その他の解析 コメント：

メタリグレッ
ション

HR 0.83、95%信頼区間
0.66-1.04、p値は0.11であ
り有意水準に達しなかっ
た。

感度分析
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モデル Random effect 方法 Inverse Variance (RevMan 5.3)

CQ
BRCA1/2遺伝子変異陽性進行・再発乳癌患者の薬物療法として何が勧められるか？

BRCA1/2遺伝子変異陽性進行・再発乳癌 PARP阻害薬

化学療法（治療医選択） 治療関連有害事象の増加 (Discontinued Treament)

研究デザイン RCT 文献数 コード OlympiAD, EMBRACA

効果指標 Risk Ratio 統合値 0.16

Forest plot

コメント： RR 0.66、95%信頼区間　0.37-1.18、p値は0.16であり有意水準に達しなかった。

Funnel plot

コメント： 出版バイアスを示唆する分布は認められない。

その他の解析 コメント：

メタリグレッ
ション

RR 0.66、95%信頼区間
0.37-1.18、p値は0.16であ
り有意水準に達しなかっ
た。

感度分析
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Funnel plot

コメント： 出版バイアスを示唆する分布は認められない。

その他の解析 コメント：

メタリグレッ
ション

RR 5.20、95%信頼区間
2.95-9.16、p値は0.00001
未満と有意水準に達して
おり、PARP阻害薬では化
学療法に比べて有意に
Grade3以上の貧血が多
かった。

感度分析

効果指標 Risk Ratio 統合値 ｐ＜0.00001

Forest plot

コメント： RR 5.20、95%信頼区間　2.95 - 9.16、p値は0.00001未満であり有意水準に達している。

モデル Random effect 方法 Inverse Variance (RevMan 5.3)

CQ

BRCA1/2遺伝子変異陽性進行・再発乳癌患者の薬物療法として何が勧められるか？

BRCA1/2遺伝子変異陽性進行・再発乳癌 PARP阻害薬

化学療法（治療医選択） 治療関連有害事象の増加 (Anemia: G3 or more)

研究デザイン RCT 文献数 コード OlympiAD, EMBRACA
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Funnel plot

コメント： 出版バイアスを示唆する分布は認められない。

その他の解析 コメント：

メタリグレッ
ション

RR 0.47、95%信頼区間
0.30-0.71、p値は0.0004と
有意水準に達しており、
PARP阻害薬では化学療
法に比べて有意に好中球
減少が少なかった。

感度分析

効果指標 Risk Ratio 統合値 0.0004

Forest plot

コメント： RR 0.47、95%信頼区間　0.30 - 0.71、p値は0.0004であり有意水準に達している。

モデル Random effect 方法 Inverse Variance (RevMan 5.3)

CQ

BRCA1/2遺伝子変異陽性進行・再発乳癌患者の薬物療法として何が勧められるか？

BRCA1/2遺伝子変異陽性進行・再発乳癌 PARP阻害薬

化学療法（治療医選択） 治療関連有害事象の増加 (Neutropenia: G3 or more)

研究デザイン RCT 文献数 コード OlympiAD, EMBRACA
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モデル Random effect 方法 Inverse Variance (RevMan 5.3)

CQ
BRCA1/2遺伝子変異陽性進行・再発乳癌患者の薬物療法として何が勧められるか？

BRCA1/2遺伝子変異陽性進行・再発乳癌 PARP阻害薬

化学療法（治療医選択） 治療関連有害事象の増加 (Vomiting: all grade)

研究デザイン RCT 文献数 コード OlympiAD, EMBRACA

効果指標 Risk Ratio 統合値 0.25

Forest plot

コメント： RR 1.46、95%信頼区間　0.77 - 2.80、p値は0.25であり有意水準に達しなかった。

Funnel plot

コメント： 出版バイアスを示唆する分布は認められない。

その他の解析 コメント：

メタリグレッ
ション

RR 1.46、95%信頼区間
0.77 - 2.80、p値は0.25で
あり有意水準に達しなかっ
た。

感度分析
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